
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

２品種 ３品種 ５品種

10課題 10課題

・農業関係試験研究推進計画の技術開発目標を35％推進させる。
・県内農業生産に貢献する品種（実用栽培品種）を３品種育成する。
・技術開発要望への対応として10課題選定する。

Ｈ27 H28
目標

H26末
（実績） 目標 成果 達成状況

55%

１品種

109,358

生産現場の課題解決、農業振興に役立つ実用的な技
術開発を目指し、20課題を実施した。

15,877 15,877 43,924

55,684 48,458

要望課題化数

H27事業実績
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事　業　名 農業関係試験場費 担
当
課

部局 農政部
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施策の総合的展開
1-3 夢に挑戦する農業

2 自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産 実施期間 不明 ～

10課題 達成 10課題

35.0% 27.0% 未達成

209,334
6,824

達成

H27 H28

（当初） （決算） （当初）

新規農薬や資材等の実用性評価等の研究を実施 直接
本県農業の発展に寄与できる、民間団体等からの受託
試験研究を実施した。

国等の資金を活用した実用的な技術開発研究の実施 直接
新技術の開発を加速するため、外部資金を活用し、か
つ、他の研究機関と連携して40課題を実施した。

148,894 151,509 172,396

試験場の研究施設・機器の整備 直接
試験研究の遂行に必要な研究機器・設備の更新・導入
した。

10,724 13,098

研究員の資質向上と知的財産権の保護・活用 直接
研修等による研究員の資質向上と、開発した知的財産
の保護・活用を行った。

8,303

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

501,793

　生産現場からの要望に対応した新品種の育成、生産性・品質向上技術等の新技術開発に加え、地球温暖化等の中長期的な視点に立っ
た課題に対応した新技術の開発を目指すとともに、基礎的な研究を実施することにより、今後の技術開発の進展のための礎を築くことを目
指す。
成果目標：長野県農業関係試験研究推進計画の技術開発目標229技術達成（H29）

　県内農業の持続的な発展のためには、長野県オリジナル品種の開発、収益性の高い農業生産技術、環境にやさしい農業技術、地球温
暖化対策技術等、生産現場の問題解決や要望に対応できる技術、中長期的展望に立った技術の開発が必要不可欠である。

成果目標の達成状況

項目

57,677

合計 436,741 425,178

87,901 98,516

技術開発に必要な基礎となる78の研究課題を実施し
た。

109,358

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）
【左記の説明、根拠法令等】

本県農業固有の課題解決や特色ある農業を展開するためには、本県の研究機関による技術開発
が必要不可欠である。（農業改良助長法　長野県食と農業農村振興計画）

（単位：千円）　

項目 実施方法

重点的・緊急的な技術開発研究の実施 直接

実用技術の開発に向けた基礎的研究の実施 直接

品種育成数
127,095 168,280

0

666,203 436,741 501,793

5,724

合計（A) 507,517

成果目標・
事業内容

運営費 直接
農業関係試験場５場の効率的、効果的な運営に努め
た。

Aの
財源

164,505 388,421 184,164 239,627

90,919

16.1%

27年度 28年度

0 21,847

当初予算 369,195

補正予算 319,156 -65,880 -23,019

26年度

688,351
　技術開発目標進捗率

区　　分（単位：千円） 25年度

600,323 435,569

680,883 571,972 425,178

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

「しあわせ信州創造プラン」の実現を支える「第２期長野県食と農業農村振興計画」の達成に向け、長野県農業関係試験研究推進計画に
沿って事業を実施するほか、本県の技術力や豊かな自然環境、多様な農産物などを活かし、独創的な研究開発や生産技術の開発を進め
る。また、H27から開始した革新的な技術開発を推進するための多分野連携研究による技術開発を引き続き積極的に推進する。

目標に対
する成果
の状況

・研究推進計画(H25～29年）の３年目で、５年間の開発目標229課題のうち62課題が達成できた（26.2％）。ただし、突発的に生じる豪雨や
夏季の低温傾向により当初の計画どおりの成果が得られなかったものについては、試験計画の工夫を要することが明らかとなった。
・大麦１品種、レタス１品種、飼料用とうもろこし３品種の計５品種を育成できた。
・平成26年度に寄せられた要望事項に対し、10の研究課題を設定した。

 概算事業費（B（A）+C） 2,192,097 2,058,412 1,890,030 1,955,817

1,486,440 1,464,852

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越 0

414,209

概　算
人件費

183.00

124,310 95,610

0 0 0 4,000

109,637 120,983

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

180.00 177.00 175.00

1,511,214 1,448,300


